
出典：『世田谷スクラム防犯ガイドブック』 （世田谷区冊子、p4）

《資料３》
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すすはな ごえ とお
「ドロボウのキライなもの」とは、光、カギ、防犯カメラ、
ブザーの音、話し声です。これらを通らずにめいろを進んでいきます。

なか ほし あいだ よ

とお もじ よ

通った文字を読むと、「ほしのあいだよめ」になります。
めいろの中にある２つの星の間を読むとこたえです。

おと

ナゾ３　ドロボウに気をつけよう　解説
かいせつき
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清永先生
きよながせんせい

のワンポイント講座
こ う ざ

 

 犯罪防止
はんざいぼうし

は犯罪者
はんざいしゃ

が「やりにくくする」ことに徹
てっ

するのが最優先
さいゆうせん

です。ドロボウにとって、目的物
もくてきぶつ

に近づきにくく、犯行地
はんこうち

から逃
に

げ

にくく、「ここはよくないぞ」というイメージを持
も

たせるためにも、

モノ、音
おと

、光
ひかり

の三要素
さんようそ

は最低限
さいていげん

押
お

さえておきましょう。 

加
くわ

えて、地域
ちいき

でスクラムを組
く

んで協力
きょうりょく

し、「隙間
すきま

」を作
つく

らない

工夫
くふう

も必要
ひつよう

です。 

 

出典：清永賢二・清永奈穂『犯罪者はどこに目をつけているか』 
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